
 
 

初期臨床研修医募集案内 

（令和９年４月１日採用） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

越谷市立病院 
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■病院概要 

 病 院 名：越谷市立病院 

所 在 地：越谷市東越谷十丁目３２番地 

開 設 者：越谷市長 福田 晃 

開設年月日：昭和５１年１月１２日 

病 院 長：坂本 一博 

病 床 数：４８１床 

診 療 科 目：内科、脳神経内科、呼吸器科、消化器科、循環器科、小児科、外科 

整形外科、脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、産科、婦人科、眼科 

耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、放射線科、麻酔科 

 

 

１日平均外来患者数：６９６人（令和 7 年度実績） 

１日平均入院患者数：２９７人（令和 7 年度実績） 

救急指定：第二次救急医療機関 

医 師 数：７８人（令和 8年 4月 1 日現在） 

指導医数：１４人（令和 8年 4月 1 日現在） 

研修医数：１２人（令和 8年度） 

 

 

 

 

【令和７年度実績（医師数及び指導医数は令和 8年 4月 1 日現在）】 

 

 

 

 

 

 

診療科

医師数 3 人 4 人 6 人 4 人 4 人 6 人 6 人 8 人 3 人 1 人

指導医数 1 人 1 人 0 人 1 人 1 人 1 人 1 人 1 人 1 人 1 人

１日平均
外来患者数

75 人 31 人 41 人 80 人 44 人 55 人 54 人 52 人 19 人 30 人

1日平均
入院患者数

17 人 16 人 30 人 32 人 19 人 11 人 35 人 48 人 29 人 2 人

診療科

医師数 4 人 11 人 2 人 2 人 3 人 2 人 1 人 8 人 78 人

指導医数 0 人 1 人 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人 3 人 14 人

１日平均
外来患者数

58 人 85 人 27 人 32 人 12 人 8 人 　 - 人 　 - 人 　 - 人

1日平均
入院患者数

17 人 34 人 3 人 4 人 　 - 人 　 - 人 　 - 人 　 - 人 　 - 人

臨床検査科

（病理）
他 合計

外科 整形外科 脳神経外科 皮膚科

麻酔科

内科 脳神経内科 呼吸器科 消化器科 循環器科 小児科

泌尿器科 産婦人科 眼科 耳鼻咽喉科 放射線科
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■病院の特徴 

救急・高度・特殊医療を中心に地域の医療機関との連携を重視しつつ、基幹病院と

して地域医療の充実に努めています。各種学会専門医等の認定のための研修病院であ

り、救急患者も多く、プライマリ・ケアの研修に適した病院です。また、令和５年３

月に（公財）日本医療機能評価機構より病院機能評価3rdG:Ver.2.0として更新の認定

を受けました。 
 
【病院の理念】 

～ Smile,Safety,Satisfaction ～ 
 
（1）私たちは病院の使命を自覚し、患者様のニーズに応える医療を提供します。 

（2）私たちは医療の向上に努め、生命の尊厳を重視し安全な医療を提供します。 

（3）私たちは患者様の視点に立ち、患者様が満足できる医療を提供します。 

 

■研修・認定施設（令和 8年 4月 1 日現在） 

日本内科学会教育関連病院、日本神経学会専門医制度教育施設、日本呼吸器学会認

定施設、日本呼吸器科内視鏡学会専門医関連施設、日本消化器病学会専門医制度認

定施設、日本消化器内視鏡学会指導施設、日本循環器学会認定循環器専門医研修施

設、小児科専門医研修施設、日本外科学会外科専門医制度修練施設、日本消化器外

科学会専門医修練施設、日本乳癌学会認定施設、日本がん治療認定医機構認定研修

施設、日本整形外科学会専門医研修施設、日本脳卒中学会認定専門医研修教育施設、

日本皮膚科学会認定専門医研修施設、泌尿器科専門医教育施設、日本産科婦人科学

会専門医制度専攻医指導施設、日本産科婦人科学内視鏡学会認定研修施設、日本婦

人科腫瘍学会専門医制度指定修練施設、日本周産期・新生児医学会専門医制度周産

期母体・胎児専門医暫定研修施設、日本超音波医学会認定超音波専門医制度研修施

設、特定非営利活動法人婦人科悪性腫瘍研究機構登録参加施設、日本眼科学会専門

医制度研修施設、放射線科専門医修練機関、日本麻酔科学会研修認定病院、日本病

理学会研修認定施設、日本臨床細胞学会認定施設、日本臨床細胞学会教育研修施設、

日本臨床検査医学会認定研修施設、日本胆道学会認定指導医制度指導施設、認定臨

床微生物検査技師制度研修施設、日本臨床衛生検査技師会精度保証施設、埼玉県が

ん診療指定病院、臨床研修病院、臨床研修協力施設、埼玉県地域リハビリテーショ

ン協力医療機関、など 

 

■研修プログラム概要 

名     称  越谷市立病院初期臨床研修プログラム 

プログラム番号  ０３０１２１３０２ 
 
【特色】 

越谷市立病院初期臨床研修プログラムは、市中病院と大学病院で臨床研修を積むこ

とができる内容となっています。 

当院内での研修では、募集人数が８人の少人数制のため、マンツーマンで一般的な

症例や各種手技を積極的に取り組んでいただけます。 

また、選択診療科が４０週あり、希望者は２年目に順天堂大学医学部附属病院（順

天堂医院・練馬病院・浦安病院・越谷病院）などで研修を積むことができます。研修

医の将来における希望に応じた、より充実した研修を可能とする構成となっています。 
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【研修スケジュール】 

 

※選択診療科は、上記必修科目以外に整形外科、脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、眼

科、耳鼻咽喉科、放射線科、臨床検査科(病理)の各診療科でも研修が可能です。 

 

【協力型臨床研修病院・協力施設】 

２年目の選択診療科の研修期間（４０週）において、協力型臨床研修病院での研修

もできます。 

※選択診療科を協力型臨床研修病院から選択する場合は１６週を限度としています。 
 
・順天堂大学医学部附属順天堂医院（東京都文京区） 

・順天堂大学医学部附属練馬病院（東京都練馬区） 

・順天堂大学医学部附属浦安病院（千葉県浦安市） 

・順天堂大学医学部附属順天堂越谷病院（埼玉県越谷市・精神科） 

・リハビリテーション天草病院（埼玉県越谷市・地域医療） 
 

【研修内容】 

診療科目 主 な 研 修 内 容 

内科 

一般内科、脳神経内科、呼吸器科、消化器科、循環器科をローテイト

し、基本的な診療・検査・治療法についての知識と技術を研修する。

また、外来救急患者のプライマリ・ケアを行う。 

救急部門 

救急医療に関する基礎知識と救急医療システムを理解し、急性諸症の

諸原因を認識し、与えられた状況下で最も適切な処置をとることがで

きる能力を身につける。 

小児科 

病棟を中心とした初歩的診療、基本的臨床検査の選択や解釈、治療法・

薬用量などを習得し、外来診療では小児救急を中心として、診療・検

査の基本的手技を研修する。 

一般外科 

消化器系の外科を中心に、入院及び救急患者の診察・処置・全身管理・

術前、術後管理、放射線診断・内視鏡検査などを研修し、手術の基本

的手技を習得する。 

産婦人科 

産科・婦人科の基本的診察・検査・診断手技を習得し、産科では正常

分娩の介助を行う。婦人科では救急疾患の治療や不妊症、内分泌疾患

の指導・治療・良性腫瘍の術者を務める。 

研修項目 研　修　診　療　科　目

内科（一般内科（8週）、脳神経内科・呼吸器科・消化器科・循環器科（各4週）） 2 4 週

救急部門（麻酔科（4週）を含む） 1 2 週

小児科 6 週

一般外科 6 週

産婦人科 4 週

麻酔科 4 週

精神科 4 週

地域医療（2年目に研修） 4 週

選択科目 選択診療科（1科4週単位を基本） 4 0 週

研修期間

必修科目
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診療科目 主 な 研 修 内 容 

麻酔科 
呼吸と循環を中心に病態生理を理解し、生命維持の技術と全身麻酔、

脊椎麻酔、硬膜外麻酔の技術を学ぶ。 

精神科 
精神疾患の診断および治療の考え方について、プライマリ・ケアを中

心とした研修を受け、精神障がい者への理解を深める。 

整形外科 
整形外科の代表的な疾患に対しての検査・診断・治療の手技を習得し、

また、外傷・救急疾患に対する各種治療法を習得する。 

脳神経外科 
脳神経外科の基本的な診断・検査手技を習得し、頭部外傷や脳卒中患

者などに対する緊急度の判断力を養う。 

皮膚科 
皮膚の構造と機能を理解し、その病態を習得する。主に皮膚疾患の外

来診療での基本的診断・検査・処置を習得する。 

泌尿器科 

高頻度の疾患を理解し、検査・診断･治療方法を習得する。特に内視鏡

的診断・治療の実際を学び、病棟での術前・術後検査及び管理法を習

得する。 

眼科 

高頻度の疾患に対しての検査・診断・治療の手技を習得し、麦粒腫、

霰粒腫などの小手術の術者や白内障、緑内障などの内眼手術の助手を

務める。また、救急疾患の処置を学ぶ。 

耳鼻咽喉科 
外来診療の基本的手技、各種検査法を習得する。また、小手術の術者

や中高度手術の助手を務め、疾患の理解を深める。 

放射線科 
一般撮影、血管造影、ＣＴ、ＭＲＩ、ＲＩなどの各種画像診断の方法、

手技を理解し、その診断、レポート作成を行う。 

臨床検査科 

より良い医療を行うために臨床検査の役割を学び、生化学・血清・生

理・細菌検査と各種疾患との関係を理解する。生検、外科材料の病理

診断、迅速診断、細胞診による診断を研修する。 

 

【研修医の出身大学（平成１６年度採用以降）】 色付：令和８年度採用 （単位：人） 

   

順天堂大学 12 筑波大学 2 高知大学 1

獨協医科大学 10 東京大学 2 島根医科大学 1

杏林大学 4 東京医科大学 3 昭和大学 1

帝京大学 4 東京女子医科大学 3 千葉大学 2

日本大学 4 北京大学(中国) 2 中国大連医科大学(中国) 1

北里大学 3 宮崎大学 2 東海大学 1

信州大学 3 和歌山県立医科大学 2 東京慈恵会医科大学 1

長崎大学 3 愛知医科大学 1 東北大学 1

日本医科大学 3 岩手医科大学 2 徳島大学 2

山形大学 3 愛媛大学 1 鳥取大学 1

秋田大学 2 岡山大学 1 富山大学 1

金沢医科大学 2 金沢大学 1 名古屋市立大学 1

関西医科大学 2 華北理工大学(中国) 1 広島大学 1

岐阜大学 2 九州大学 1 福島県立医科大学 2

埼玉医科大学 2 久留米大学 1 山口大学 1

滋賀医科大学 2 群馬大学 1 琉球大学 1

国際医療福祉大学 2
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【後期研修先（平成１６年度採用以降）】 色付：令和７年度修了 （単位：人） 

 

◈ ◈ ◈ 研修責任者から一言 ◈ ◈ ◈ 

地域に根ざした医療をめざし、越谷市医師会や近隣の医師会と協力して病診連携を

積極的に行い、急性期病院として急性期医療と２次救急医療を中心に診療を行ってい

ます。研修医が経験すべき Common Disease は多岐にわたりますが、当院ではプライマ

リ・ケアを中心とした症例が豊富で、自発的に研修に取り組むことにより診療に必要

な知識、技術の修得が可能です。 

また、病院の理念にあるように、医師としてあるべき姿を学ぶことも重要と考えて

います。指導医も協力を惜しみませんが、意欲に燃えた研修希望者の応募を期待して

います。 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

越谷市立病院 8 埼玉医科大学国際医療センター 1

順天堂大学医学部附属順天堂医院 18 埼玉医科大学病院 1

順天堂大学医学部附属順天堂越谷病院 2 埼玉医科大学病院総合医療センター 1

順天堂大学医学部附属練馬病院 1 埼玉県立小児医療センター 1

順天堂大学医学部附属浦安病院 1 埼玉精神神経センター 2

順天堂大学医学部附属静岡病院 2 相模原病院 1

北里大学病院 3 湘南美容クリニック 1

帝京大学医学部附属病院 3 昭和附属江東豊洲病院 1

東京都立墨東病院 3 千葉大学医学部附属病院 1

東京大学医学部附属病院 3 筑波大学附属病院 1

獨協医科大学病院 3 東京慈恵会医科大学附属病院 2

日本医科大学附属病院 3 東京臨海病院 1

春日部市立医療センター 2 東芝病院 1

国立国際医療研究センター病院 2 東邦大学医療センター大森病院 1

自治医科大学附属さいたま医療センター 2 東邦大学医療センター佐倉病院 1

日本大学医学部附属板橋病院 2 都立多摩総合医療センター 1

飯塚病院 1 長野市民病院 1

茨城県立中央病院 1 北海道プライマリケアネットワーク 1

杏林大学医学部附属病院 1 横浜市立大学附属病院 1

鴻巣病院 1 東京都立駒込病院 1

イムス富士見総合病院 1 埼玉協同病院 1

南埼玉病院 1 東京科学大学病院 2

済生会宇都宮病院 1 西熊谷病院 1

九州中央病院 1 ホスピタル坂東 1
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■処 遇 

・身  分：越谷市任期付職員（研修医師） 

・勤務時間：８時３０分から１７時(ただし、指導医が研修に必要と認める場合には、時

間外勤務を命ずることができる。） 

・休  暇：年次有給休暇、夏季休暇、年末年始休暇及び病気休暇など 

・月  収：１年次 約３４０，０００円～、２年次 約３５０，０００円～ 

            ※毎年１月１日に昇給あり。給料表等の改正により金額が変更する場合あり。 

・賞  与：１年次 約１,０５０，０００円／年、２年次 約１,６４０,０００円／年 

            ※令和７年度実績。給料表等の改正により金額が変更する場合あり。 

・その他手当：住宅手当、通勤手当、扶養手当、当日直手当及び退職手当など 

・当  直：月５回程度 

・保  険：埼玉県市町村職員共済組合 

・災害補償：地方公務員災害補償法の規定による 

・健康管理：労働安全衛生法に基づく健康診断 

・研修活動：学会、研究会等に参加可能（指導医が研修に必要と認める場合に限る。） 

・研 修 費：年間５０，０００円補助（上記の研修活動費、医学書の購入等の助成） 

・そ の 他：研修中における診療のアルバイトや副業は禁止とする。 

 

■病院見学 

・病院見学は随時受け付けています。 

・氏名、出身大学、学年、見学希望日（第３希望までご連絡ください。）、見学希望診

療科と見学されたい内容、連絡先をメールにて当院庶務課にご連絡ください。 

 （庶務課メールアドレス：shomu@city.koshigaya.lg.jp） 

 

 

mailto:shomu@city.koshigaya.lg.jp


■募集要項 

募集定員 ８人 

試験日 

令和８年７月３０日(木)又は令和８年８月３日(月) 

※どちらか１日をお選びください。 

※希望された試験日の３日前までに当院より連絡がない場合は、問合せ先にご連

絡ください。 

申込期間 令和８年６月１５日（月)から７月３日(金)まで※郵送提出の場合は当日消印有効 

受験資格 

次のいずれにも該当する方    
１）日本の医師国家試験の合格者又は受験予定者で、令和９年４月までに医籍

登録が可能な方（見込み可） 

２）マッチング協議会が実施する「マッチング」に登録し、当院が実施する選 

考試験の受験を希望する方 

申込方法 

申込期間内に次のいずれかの方法(電子申請、郵送又は持参)でお申込みください。   
【電子申請による申込み】 

１）電子申請フォーム（当該フォームのＵＲＬは当院ホームページでご確認ください。）に

記載の注意事項を確認の上､必要事項を入力してください。 

２）以下①～③のデータをアップロードしてください。 

①顔写真 ※６か月以内に撮影したもので、脱帽･正面向き･背景なしで、本人と確認できるもの 

②卒業見込証明書又は卒業証明書 ※各大学様式､令和８年４月以降に発行したもの 

③成績証明書 ※各大学様式､令和８年４月以降に発行したもの 

３）上記２）の②及び③の証明書原本は試験当日に提出してください。 
 
【郵送又は持参による申込み】 

以下①～④の書類を当院庶務課(下記申込先参照)に提出してください。 

①臨床研修許可願 ※当院指定様式 
→必要事項を記入し、写真（縦４㎝×横３㎝、６か月以内に撮影したもので、脱帽･正面

向き･背景なしで、本人と確認できるもの）を貼付してください。 

②臨床研修志望調書 ※当院指定様式 
→当院での臨床研修を志望された理由を４００字程度で記入してください。   

③卒業見込証明書又は卒業証明書 ※各大学様式､令和８年４月以降に発行したもの 

④成績証明書 ※各大学様式､令和８年４月以降に発行したもの 
 
※①及び②の様式は当院ホームページからダウンロードできます。 

 また、当該様式はＡ４サイズの白紙に印字して使用してください。 

 ※郵送による提出は特定記録又は簡易書留でお送りください。 

 ※持参による提出は午前 8時 30分から午後 5時 15分までにお越しください。 

  （土・日曜日、祝日を除く。） 

選考方法 小論文試験、面接試験 

申込先・ 

問合せ先 

〒343－8577 

埼玉県越谷市東越谷十丁目３２番地 

越谷市立病院 事務部庶務課庶務担当  

TEL：048-965-4562 FAX：048-965-3019 

E-mail：shomu@city.koshigaya.lg.jp 

URL：http://www.mhp.koshigaya.saitama.jp/ 
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